[bookmark: _GoBack]平成２９年度　事業報告


≪　概　況　≫

平成２９年度、予防医学振興事業、福祉事業、音楽文化振興事業の三つの事業分野で、引き続き多岐にわたる事業を実施しました。

予防医学振興事業においては、住友生命総合健診システム（人間ドック）において、平成２９年度は総合健診受診者数２１，８３２名と多くの方々にご受診いただきました。また、聴力障害者無料健康診断や介護家族の会会員向けの優遇健診についても、引き続き実施しました。
住友生命総合健診システムでは、高度な健診内容を安全で快適に提供するとともに、受診者の健康管理を支援する各種の取組を行いました。また、その運営を通じて得られた知見については、学会等で積極的に発表を行いました。

福祉事業においては、２７年目を迎えた｢スミセイさわやか介護セミナー｣を「スミセイ ウエルネス セミナー」に改称し、介護に限定せずスポーツイベント等を含めた幅広い健康をテーマとして実施したのをはじめ、「ケアする人のケアセミナー」、「遠距離介護セミナー」を開催しました。また、各地の児童館とＮＰＯの連携により、地域に応じた子ども向けプログラムの実践を通じて地域全体で子どもを支える環境づくりを目指す「子どものための児童館とＮＰＯの協働事業」、次代を担う好奇心旺盛な子どもの育成を支援し、自然環境学習につなげる「子どもエコ俳句大賞」を実施しました。

音楽文化振興事業においては、メインの企画は「ウィーン・ムジークフェスト２０１７」と題し、ウィーンを代表する巨匠ピアニストのルドルフ・ブッフビンダー氏を招聘し３公演（ソロ、室内楽、協奏曲）と講演会を実施開催しました。バッハ・アルヒーフ・ライプツィヒとの提携により７年かけて行う「バッハ・オルガン作品全曲演奏会」も６年目を迎えました。
若年層のクラシック音楽ファンの育成・獲得に向けた取組としてユースシートを継続、またＯｓａｋａ Ｓｈｉｏｎ Ｗｉｎｄ Ｏｒｃｈｅｓｔｒａと提携した音楽鑑賞会（８公演）では大阪市の小学生約２，６００人がいずみホールを訪れました。障害のある方々とサポートする方々をコンサートに招待する「いずみホール夢コンサート」は１５回目を迎えました。

　　各分野、個別事業の取組内容については次のとおりです。


Ⅰ　予防医学振興事業

１．　住友生命総合健診システム（人間ドック）

予防医学の観点から、生活習慣病の早期発見および健康管理に資する住友生命総合健診システムは、設備の充実、きめ細かい受診者対応と相まって、引き続き多くの方々に受診いただきました。
平成２９年度、総受診者数は、　２３，１８３名でそのうち、総合健診受診者数は２１，８３２名、１日あたり平均８５名となりました。初回受診者は３，１３５名となり、初めての方にも数多く当施設をご利用いただきました。健診受診料金収入は、１，０５０百万円となり、ほぼ前年並みを確保しました。
また、実施９年目を迎えた特定健診・特定保健指導の年間受診者数は、８，３５５名となりました。

【住友生命総合健診システムの受診状況】
	
	総合健診
	特定健診・特定保健指導

	
	受診者（うち初回受診者）
	（初回割合）
	受診者
	当日面談
	後日面談
	情報提供

	男性
	１１，９１３
	（1，５５７）
	（１３．１%）
	４，９７２
	１，８３９
	３２１
	２，８１２

	女性
	９，９１９
	（１，５７８)
	（１５．９%）
	３，３８３
	１，３３４
	３８５
	１，６６４

	合計
	２１，８３２
	（３，１３５）
	（１４．３%）
	８，３５５
	３，１７３
	７０６
	４，４７６



住友生命総合健診システムでは、高度な健診内容を安全に快適に提供するため、計画的に設備・施設の更新を行い、健診内容の品質向上に継続して取り組みました。人気の高い胃カメラ検査枠および乳癌検査枠の拡大等、受診者サービスの向上につとめました。
また、２０年目を迎えた聴力障害者無料健康診断を平成３０年２月３日に実施、平成２１年度から実施している大阪府下の介護家族の会会員への総合健診受診優遇を継続し、健康管理が疎かになりがちな層への健診サービスの提供に努めました。

主な取組事項は次のとおりです。

	胃カメラ検査枠の拡大
	平成２９年４月から胃カメラの検査枠を１日２４名から２７名に拡大しました。また、１０月からは、週に１回（木曜日）、午後検査枠として９枠拡大しました。

	乳癌検査枠の拡大
	平成２９年７月から乳癌検査枠を１日３３名から３８名に拡大しました。

	聴力障害者無料健康診断の実施
	平成３０年２月３日に聴力障害の方を対象にした無料健康診断を実施しました。公益社団法人大阪聴力障害者協会・公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会等を通じ告知を行い、多数の申込のうち７０名の方に受診いただきました。受診時のみならず、事前説明会、結果説明会も手話通訳つきで実施しました。この取組は２０回を数え、これまでの延べ受診者数は１，４６２名にのぼっています。

	「介護家族の会」会員への総合健診受診の優遇
	親や配偶者の介護に携わる人は、自身の健康管理が疎かになりがちであるため、大阪府下の「介護家族の会」の会員で現に介護に携わっておられる方を対象に受診優遇を継続実施し、３３名の方に受診いただきました（受診料１０，０００円）。



住友生命総合健診システムの運営を通じて得られる知見については、従来から学会等での発表を積極的に行っており、平成２９年度については以下のとおりの実績となりました。学会発表のほか、多くの研修会、勉強会等にも積極的に参加し、最新医学情報の習得、健診技術の向上のため、職員の研鑽に注力しました。

	第５８回日本人間ドック学会総会
	８月２４日
	大宮ソニックシティ

	ＮＴ－ｐｒｏＢＮＰの経年変化に関する検討
【発表者】岡田優子
【共同演者】堀本葉子、寺田博美、亀岡美幸、神田恵美子、安井香里、谷口恵、石原真菜、
長尾顕一、久保満明

	第５８回日本人間ドック学会学術大会
	８月２５日～２７日
	大宮ソニックシティ

	上部消化管内視鏡検査レポートシステムの開発・使用経験について
【発表者】堀本葉子
【共同演者】野田直子、寺田博美、長尾顕一、久保満明

	第２７回日本乳癌検診学会学術総会
	１１月９日～１０日
	あわぎんホール・ＪＲホテルクレメント徳島

	初回ＭＧ／ＵＳ併用受診者の乳腺濃度別成績について
【発表者】田中和美
【共同演者】馬本深幸、川崎幸代、亀岡美幸、坂根恵梨子、岩尾綾子、寺田博美、
岡田優子、長尾顕一、堀本葉子

	ＪＡＩＦＡオールスミセイ会　ＶＮＳ研修
	１２月１８日
	住友生命　東京本社

	人間ドックからのお話し　「乳がんについて知っておきたいこと」
【講師】堀本葉子

	第４６回日本総合健診医学会総会
	１月２６日
	愛知県労働産業センター

	経年受診者から発見された膵癌症例における背景因子についての検討
【発表者】長尾顕一
【共同演者】岡田優子、亀岡美幸、神田恵美子、安井香里、谷口恵、石原真菜、
坂下智子、馬本深幸、村上洋子、寺田博美、久保満明、堀本葉子





２．　地域医療貢献奨励賞

自治医科大学の後援を得て、へき地等で長期にわたり地域医療に多大な貢献をされている医師を顕彰する「地域医療貢献奨励賞」は１１年目を迎えました。全国の都道府県から推薦のあった医師の中から次の６名を選出し、平成３０年２月２４日に表彰式を行いました（副賞５０万円）。

	小林　達
	山形県西村山郡　朝日町立病院･院長

	昭和５５年東北大学医学部卒。平成３年より、朝日町立病院に副院長として着任、その後平成６年には同病院の院長に就任し、現在まで２６年間にわたり、地域における医療の確保と保健活動の充実、発展に尽力してきた。朝日町は山形県内でも２番目に高齢化率が高く、患者は高齢者が多いことから、単に病気を治すというだけでなく、予防から治療、在宅医療に至るまで、一貫した医療サービスを提供し、地域包括ケアの拠点として積極的に取り組んできた。特に在宅医療については以前から力を入れており、平成１２年度に院内に在宅医療相談室を設置し、ケアプラン作成や訪問看護、訪問診療を行っており、平成１８年には通所リハビリテーションを開設している。平成２１年には地域包括医療・ケア施設として認定を受け、地域医療の充実に努めてきた。また、平成２０年度から始まった特定健診についても、国保直診病院としていち早く取り組み、生活習慣病予防対策を推進している。さらに、臨床研修制度の開始に伴い、平成１６年に「臨床研修協力施設」の認定を受け、毎年１０人程度の研修医を受け入れ、地域医療について理解を深めてもらうなどの研修指導にも積極的に取り組んでいる。これらの取組みは、町民の健康保持、増進に貢献しており、地域医療の確保に昼夜を問わず献身的に努めている功績は大きい。

	佐久間　暢夫
	山口県萩市　萩市国民健康保険川上診療所･所長

	昭和６１年自治医科大学卒。昭和６３年より、美和町立美和病院(現・岩国市)でへき地勤務を開始し、川上村国保診療所への着任後は、高齢化の進む住民の健康状態だけではなく、生活環境等を熟知し、幅広い知識・技術を生かし住民の健康管理に取り組み、住民や患者からの信頼も厚い。住民健診をはじめ、保育園嘱託医、小中学校医、老人ホーム医などとしても地域に関わり、住民の健康と暮らしを守り、地域医療に幅広く貢献している。また、日常診療に励む傍ら、川上村国民健康保険運営協議会委員(１２年間)・萩市医師会理事を務め、さらに山口県立萩看護学校(平成７年度〜)や山口県高等歯科衛生士学院(平成１８年度〜)及び萩准看護学院(平成２１年度〜)では、非常勤講師を務めるなど多岐にわたり医療の適正化・充実・育成に尽力している。医師臨床研修も積極的に受け入れ、地域医療・へき地医療への医師確保や研修医への指導育成に貢献し、平成２５年から萩市休日急患診療センター所長を務め救急医療の機能強化に努めた。永きにわたり、県内過疎地域の医療機関において情熱をもって勤務し、地域医療の確保・充実及び住民の健康福祉の増進に多大に貢献し続けている。




	鎌村　好孝
	徳島県徳島市　徳島県保健福祉部･次長(併)徳島県立中央病院地域医療科･部長

	昭和６１年自治医科大学卒。徳島県職員として採用されてから、徳島県内のへき地中核病院である「県立海部病院」、離島の「出羽島診療所」での勤務を皮切りに、その後は県内のへき地診療所である「木頭村診療所」や「木屋平診療所」に所長として勤務した。義務年限終了後に勤務した上勝町診療所では、公設民営のデイサービスセンターと民間施設の特別養護老人ホームが一体となった「上勝町包括ケアセンター」の立ち上げに中心的な役割を果たした。平成１３年４月からは、徳島県中央病院内に設置された「へき地医療支援機構」の「初代専任担当者」に任命され、山間地の多い県下全域を対象とする「へき地医療支援体制」の整備に取り組んだ。平成２０年度からは徳島県保健福祉部医療政策課医療環境整備室長として、平成２２年度からは地域医療再生室長として、地域における医師不足に対処するため、県立へき地診療所の運営や将来の医師確保を図るための施策に取り組んだ。以降も県立中央病院や県庁で災害医療対策や医療介護の提供体制の構築、社会保障制度改革全般を統括する等、主要な役職における任務を果たした。へき地診療所での常勤職を離れた後も、県内各地の山間地等、医療に恵まれないへき地診療所における週４日程度の診察を行い、管理職となってからも週１〜２日の診察を継続している。

	主藤　久次
	長崎県対馬市　医療法人すとう内科医院･院長

	昭和５１年北里大学医学部卒。国立長崎中央病院研修医を経て昭和５３年６月より長崎県離島医療圏組合上対馬病院に勤務。昭和５４年に国立長崎中央病院にて１年間研修した後、長崎県離島医療圏組合上対馬病院と対馬いづはら病院に勤務。平成３年に対馬市において診療所を開業し、国境離島である対馬島の長崎県離島医療圏組合の病院において、通算で１０年以上勤務した。その後、同じ対馬島内で診療所を開業し、以来２６年にわたり現在も「医は心」を基本理念に患者に寄り添った医療サービスの提供を実践している。長年にわたる本県の離島医療に対する貢献はもとより、人格高潔にして温情溢れる人柄により多くの地域住民の人望を集めるとともに、識見豊かで統率力、実行力に優れ、確かな指導力により地域保健医療関係者からの信頼も厚く、人格、業績ともに地域医療への貢献は大きい。

	赤池　義昭
	宮崎県串間市　本城診療所･(元)所長

	昭和４０年九州大学医学部卒。鹿児島県出身で、福岡で勤務していたところ、当時無医地区であった宮崎県串間市本城地区の医療を担いたいと、昭和５０年５月に同地区に「本城診療所」を開院し、以来、平成２９年５月に閉院するまで、４２年の長きにわたり、地域医療を支え続け、過疎地域自立促進特別措置法に基づく過疎市町村である串間市で、医療の確保及び向上に寄与してきた。また、昭和５０年４月から平成２５年３月までの３８年間、本城小・中学校の学校医として学校の保健管理の指導等を務めるとともに、串間市内の保育所の嘱託医としても多年にわたり保健・予防を行い、健康福祉の増進に寄与した。また、串間市国民健康保険運営協議会の委員として、通算１２年以上(記録が残る平成３年以降)務め、 国民健康保険事業の運営に関する重要事項を審議し、保険者である串間市に対し答申している。加えて、休日在宅当番医や、日南市初期夜間急病センターでの診療への協力など、地域の救急医療への貢献も著しい。南那珂医師会では理事・議長・副議長を務めるなど、南那珂地域の医療の推進に積極的に貢献してきた。




	髙石　利博
	沖縄県国頭郡　医療法人博寿会もとぶ記念病院･理事長(兼)院長

	昭和４５年新潟大学医学部卒。主に東京で精神科医として研鑽を積み、昭和５０年、人口当たりの精神疾患患者の多い沖縄県に少しでも貢献できればとの思いで、那覇市の田崎病院に勤務した。そこで、宜野湾市の玉木病院に所属していた、日本の地域精神科医療の先達である島成郎先生の感化を受け、島先生が久米島で実践していた地域精神科医療を学んだ。昭和５５年、精神科病院のない沖縄県北部地域に開放病床を中心とする本部記念病院を開設し、地域の精神病疾患の患者・家族に大きく貢献している。また、病院での診療行為ばかりでなく毎月、伊江島（離島）への巡回診療も積極的に行い、地域精神科医療へ大きく貢献している。平成５年には老人性認知症疾患治療病棟及び同デイケアを開設し、地域の高齢化問題への対応や平成１４年には応急入院病院の指定を受ける等、時代の求める地域医療の発展に努力してきた。平成１２年からは、北部福祉保健所の嘱託医として、県保健福祉保健行政へも多大な貢献をしてきた。同時に北部地区医師会監事、沖縄県精神科病院協会顧問、全日本病院協会沖縄県支部理事等の活動へも積極的に協力し、沖縄県警察医、沖縄県犯罪被害者カウセリングアドバイザー、地域の学校医等を引き受け、地域への貢献は計り知れないものがある。





Ⅱ　福祉事業　〔実施事業〕

１．　「スミセイ ウエルネス セミナー」（「スミセイさわやか介護セミナー」から名称変更）

国の介護保険制度が始まる９年前、平成３年にスタートした「スミセイさわやか介護セミナー」は、全国各地の地元新聞社との共催、住友生命保険相互会社（開催地支社）の協賛により毎年開催し、好評のうちに回を重ねて２７年を迎えました。
　本セミナーは、これまで行政の変化等、介護を取り巻く状況の変化に則し、適宜セミナー内容の見直しを行い、家庭に要介護者を抱えた家族、介護の仕事に就く人、さらには一般の方々に、広く介護関係の知識・技術を伝える役割を担ってきました。
平成２９年度は、介護だけでなく病気予防・健康寿命の延伸といった幅広いテーマを取り上げていることをイメージできるようセミナー名称を「スミセイ ウエルネス セミナー」に変更し、全国３７都市で開催、講演・シンポジウム・実習などに体操・ヨガ等のスポーツイベントを加えた多彩な内容を盛り込んだプログラムを提供して延べ約９，３００名の方に参加いただきました。


２．　「ケアする人のケア」セミナー

一般財団法人たんぽぽの家との共催により、介護する側からの視点で問題提起を行うセミナーを毎年開催しています。
平成２９年度は、「地域共生社会をめざして」をテーマに、平成３０年２月１０日に熊本市（熊本県）で開催しました。震災から２年が経ち復興が進むなか、熊本の地では、人と人が支え合うことが希望の光となる活動が続けられています。セミナーでは、介護・介助などに関わる活動や、人の痛みに向き合う表現活動の実践から、愛着のある地域でさまざまな人がともに幸せに暮らすことのできる、支え合いの文化づくりに向けて学び合うことを目的としました。研究者の講演とＮＰＯ法人の実体験者からの発表をもとに分科会もあり、２１０名の参加がありました。
また、「ケアとソリューションフォーラム」は、平成３０年１月１３日に東京都渋谷区にて、「ケアとテクノロジー～人間らしい思いやりの技術～」をテーマに行われました。ケアの課題に対して今後、介護ロボットによる身体的・精神的な支援が発展していくなかで、その根底にある「人としてのケア」が問い直されています。セミナーでは医療・介護・福祉の垣根を超えて幅広い分野の人たちが関わり合い、ＡＩ（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ　人工知能）やロボットなどのテクノロジーと、これからのケアについて考え語り合うフォーラムを開催し、２２５名の参加がありました。
平成２５年度に開設した介護者を支える実践者の優れた取組等を共有化するネットワーク「ＨＥＬＰ ＯＮ ＨＥＬＰ」は、介護に関するシンポジウムなど、団体情報やイベントの告知の掲載依頼が増えており、幅広いケアについての情報サイトとして定着しつつあります。


３．　遠距離介護セミナー

ＮＰＯ法人パオッコとの共催により、東京（平成２９年１１月１２日）、大阪（平成２９年１１月１９日）で「『こんなはずじゃなかった』と、ならない施設選び」をテーマに、遠距離介護セミナーを開催しました。第１部は「施設選びのビギナーが知っておくべきこと」と題し介護支援専門員による講演、第２部は「体験者と専門家が語る『お悩み軽減！遠距離介護アドバイストーク』」と題し、介護支援専門員、成年後見センター、ＮＰＯ法人といった介護の専門家や介護体験者の経験・意見も聞きながら、会場全体で考え、問題解決に向けたヒントを探りました。東京と大阪で合計約１８０名の方が参加され、多くの質問もあり、充実したセミナーとなりました。


４．　子どものための児童館とＮＰＯの協働事業

ＮＰＯ法人日本ＮＰＯセンターが主催する「子どものための児童館とＮＰＯの協働事業」（一般財団法人児童健全育成推進財団協力）に協賛し、児童館を舞台に子どもと他分野ＮＰＯの出会い創出を支援する活動は１１年目となりました。１４都道府県から応募があり、１１都道府県・２２プログラムに支援しました。今年度は新たに実施した都道府県はありませんでしたが、過去に実施した地域と合わせると、これまでに２７都道府県で実施しています。
平成２９年度も、「地域マルチステークホルダーで解決する」という視点を持った活動が展開され、児童館とＮＰＯだけでなく、複数の主体が参画したプログラムが行われました。


５．　自然環境学習につなげる子どもエコ俳句大賞

次代を担う好奇心旺盛な子どもの育成を支援するため、自然環境学習につなげる「第１２回子どもエコ俳句大賞」を、ＮＰＯ法人シニア自然大学校と協働して、近畿二府四県の小学生を対象に実施しました。平成２９年度は５７，２２４句の応募の中から特選３、準特選３、優秀賞４０、優良賞６０の合計１０６句を選出し、平成３０年１月２８日に受賞者・家族約３４０名が出席のもと表彰式を行いました。

特選、準特選は次のとおりです。  
	特選
（坪内稔典賞）
	低学年
	うんどうかい　おとうさんが　みえたよ
近藤　瑞希　　　大津市　　堅田小学校１年生

	
	中学年
	さつまいも　ぼくの顔より　勝っている
藤岡　奈七生　　　橋本市　　恋野小学校３年生

	
	高学年
	家の庭　ジャコウアゲハが　ゆっくり飛ぶ
坪田　果歩　　　姫路市　　山田小学校６年生

	準特選
	低学年
	とうさんと　そだてたきゅうり　なつのあじ
後藤　一鉄　　　堺市西区　　鳳南小学校１年生

	
	中学年
	マンモスの　ころんだ理由　ソーダ水
浅尾　琴美　　　神戸市西区　　枝吉小学校４年生

	
	高学年
	山の中　山の学校　せみの声
山本　翼　　　藤井寺市　　四天王寺小学校６年生




Ⅲ　音楽文化振興事業　〔実施事業（式典等の貸館を除く）〕

平成２９年度、いずみホールは年間３７回の主催公演（人材養成事業含む）を開催しました。共催公演、貸館も含む公演数は２３８公演、年間の入場者総数は１１３，２８２名となりました。主催公演の入場者数は平均で５５８名（H２８年度５８０名）となり、昨年度を下回る結果となりました。貸館数は３年ごとに開催される「大阪国際室内楽コンクール＆フェスタ」の影響もあり、１９２回と大幅に増加しました。相変わらずアマチュア団体の活動は活発で土・日の貸館はほぼ予約でいっぱいの状態になっています。全体の平均入場者数（貸館（レコーディング、式典等）除く）は５１０名（H２８年度５５１名）と前年を下回りました。

	
	平成２９年度　（ ）は前年度
	オープン以来

	
	公演数
	入場者数
	公演数
	入場者数

	主催公演
	３３　（３２）
	１８，４０１　（１８，５８５）
	１，０６１
	６２４，５２６

	主催公演（人材養成事業）
	４　　（１）
	２０３　　　　　（８８）
	
	

	共催公演
	９　（１０）
	３，０１１　　（４，８４７）
	
	

	貸館（一般公演）
	１７６（１５５）
	 ９１，６６７　（８５，７７０）
	５，５２４
	３，０３５，９１９

	貸館（レコーディング、式典等）
	１６　（１７）
	
	
	

	合計
	２３８（２１５）
	１１３，２８２（１０９，２９０）
	６，５８５
	３，６６０，４４５


　　　　（注）貸館（一般公演）には受託公演を含む。

平成２９年度は、「ウィーン・ムジークフェスト２０１７」と題し、世界各地で活躍を続けるウィーンの巨匠ピアニスト、ルドルフ・ブッフビンダー氏を特別に招聘し、彼を中心とした音楽祭として３公演を開催しました。台風の直撃を受け公演日を延期して開催したピアノ・リサイタル。ウィーン・フィルの若手演奏家との共演によるピアノ・トリオの夕べ。そしてホールのレジデント・オーケストラであるいずみシンフォニエッタ大阪との共演による協奏曲と、多彩なコンサートをお届けし、聴衆の方々からの絶大な支持を受けることが出来ました。併せてウィーン楽友協会芸術総監督のトーマス・アンギャン氏による講演会「楽都ウィーンの音楽生活とホール運営」をホテルニューオータニ大阪において開催しました。
バッハ・アルヒーフ・ライプツィヒとの提携により７年かけて行う「バッハ・オルガン作品全曲演奏会」も６年目を迎え企画のゴールが見えてきました。そのほか現代音楽を積極的に紹介する「いずみシンフォニエッタ大阪」定期演奏会は４０回を数え、定番となっている「いずみホール・オペラ」、有名アーティストによる「スペシャル・コンサート」「ミュージック・ステージ」「サマーヴァケーションコンサート」など、バラエティに富むラインアップで、多様なクラシック音楽ファンのニーズに応えました。なかでも「ランチタイム・コンサート」は６月に１００回を迎え、スタート時から２５年間企画・監修と司会を務めた日下部吉彦氏が勇退。２月に京都大学大学院教授の岡田暁生氏を新たなナビゲーターとして「新・ランチタイム・コンサート」をスタートさせました。
また喜ばしい成果として、一昨年度に開催した、いずみホール・オペラ『ドン・ジョヴァンニ』公演が２０１７年度の佐川吉男音楽賞を受賞いたしました。これは、いずみホールが長い年月を掛けて独自の様式を作り上げたいずみホール・オペラの取り組みが評価されたものと言えます。

障害のある方々とサポートする方々をご招待する「夢コンサート」は１５回目の公演を開催。また、若年層ファンの育成・獲得に向けた取組であるユースシートも継続、Ｏｓａｋａ Ｓｈｉｏｎ Ｗｉｎｄ Ｏｒｃｈｅｓｔｒａと提携した音楽鑑賞会では大阪市の小学生約２，６００人がいずみホールを訪れました。


最後にホールにとって残念な訃報が２件ありました。ひとつめは「ランチタイム・コンサート」企画・監修者として昨年１００回を節目に勇退された日下部吉彦氏が平成２９年１２月３０日に９０歳でお亡くなりになられました。また、もうひとつは平成３０年２月２２日にいずみホール音楽ディレクターの礒山雅氏が不慮の事故によりお亡くなりになられました。７１歳でした。礒山氏はホールの開館前から約３０年の長きにわたって主催公演の運営に携わり、専門家の見地から様々な企画を監修していただきました。平成３０年度以降も礒山氏監修の企画が進行しており、スタッフが全力を挙げて取り組み亡きディレクターのご遺志を継いでゆく所存です。


全主催公演は次の内容です（公演日、標題、演奏者、主な演奏曲名、入場者数を記載）。

【ウィーン・ムジークフェスト２０１７（全３公演＋講演会）】

	９/１８
（月・祝）
	Ⅰ．リサイタル
　　ルドルフ・ブッフビンダー（ピアノ）
　　　モーツァルト：フランスの歌「ああ、お母さん聞いて」による
１２の変奏曲　Ｋ．２６５
　　　ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ　第２３番　ヘ短調　ｏｐ．５７「熱情」
　　　シューベルト：ピアノ・ソナタ　第２１番　変ロ長調　Ｄ９６０
【９/１７（日）に予定していた公演を、台風の接近により翌日に延期】
	３９５

	９/２０
（水）
	Ⅱ．室内楽
　　ルドルフ・ブッフビンダー（ピアノ）、アルベナ・ダナイローヴァ（ヴァイオリン）
　　タマーシュ・ヴァルガ（チェロ）
　　　ベートーヴェン：ピアノ三重奏曲　第７番　変ロ長調　ｏｐ．９７「大公」
　　　メンデルスゾーン：ピアノ三重奏曲　第１番　ニ短調　op.４９
	４８０

	９/２３
（土）
	Ⅲ．コンチェルト
　　ルドルフ・ブッフビンダー（ピアノ）、タマーシュ・ヴァルガ（チェロ）
　　小栗まち絵（ヴァイオリン）、いずみシンフォニエッタ大阪
　　　ベートーヴェン：ピアノ協奏曲　第１番　ハ長調　op.１５
　　　　　　　　　　　 ピアノ､ヴァイオリン､チェロのための協奏曲　ハ長調　op.５６
	５３０

	９/２２
（金）
	特別企画　トーマス・アンギャン講演会
「楽都ウィーンの音楽生活とホール運営」
　　トーマス・アンギャン（ウィーン楽友協会芸術総監督）
　　礒山　雅（いずみホール音楽ディレクター）
　　　会場／ホテルニューオータニ大阪　ウィステリア
	９１




【新・音楽の未来への旅シリーズ】

	７/１５
（土）
	いずみシンフォニエッタ大阪　第３９回定期演奏会
「超絶のコンチェルト―めくるめく競演―」
　　下野竜也（指揮）、上田　希（クラリネット）、呉　信一（トロンボーン）
　　古部賢一（オーボエ）、宮本益光（バリトン）
　　　尹　伊桑：クラリネット協奏曲（１９８１）
　　　松本直祐樹：トロンボーン協奏曲（委嘱新作）
　　　ジョン・ウィリアムズ：オーボエ協奏曲（２０１１）
　　　ハインツ＝カール・グルーバー：フランケンシュタイン！！
	５２５

	２/１０
（土）
	いずみシンフォニエッタ大阪　第４０回定期演奏会
「幻想と衝撃の夢体験～超人的オーボエ！インデアミューレを迎えて～」
　　飯森範親（指揮）、トーマス・インデアミューレ（オーボエ）
　　　レスピーギ（川島素晴編）：ローマのいずみ
　　　西村　朗：オーボエ協奏曲「四神」（委嘱新作）
　　　カーゲル：フィナーレ
	４９２




【バッハ・オルガン作品全曲演奏会】

	４/４
（火）
	特別演奏会　冨田一樹　バッハ国際コンクール第1位受賞記念凱旋コンサート
　　冨田一樹（パイプオルガン）、礒山　雅（お話）
　　　Ｄ・ブクステフーデ：プレリュード　ト短調　ＢｕｘＷＶ１４９
　　　J.S.バッハ：トッカータとフーガ　ヘ長調　ＢＷＶ５４０
　　　　　　　　　　パッサカリア　ハ短調　ＢＷＶ５８２　　ほか
	７７７

	７/２９
（土）
	第１１回「トッカータとフーガはニ短調で!」
　　オリヴィエ・ラトリー（パイプオルガン）、礒山　雅（お話）
　　　J.S.バッハ：トッカータとフーガ　ニ短調　ＢＷＶ５６５
　　　　　　　　　　トリオ　ニ短調　ＢＷＶ５８３／トリオ　ハ短調　ＢＷＶ５８５
　　　　　　　　　　『音楽の捧げもの』より　６声のリチェルカーレ　ＢＷＶ１０７９　ほか
	７５５

	３/３
（土）
	第１２回「天へのまなざし」
　　マルティン・シュメーディング（パイプオルガン）
　　　J.S.バッハ：プレリュードとフーガ　イ長調　ＢＷＶ５３６
　　　　　　　　　　ファンタジー　ハ長調　ＢＷＶ５７０
　　　　　　　　　　マニフィカト（わが魂は主をあがめ）ＢＷＶ７３３　　ほか
	６１０




【いずみホール・オペラ】

	１２/１６
（土）
	ドニゼッティ：歌劇「愛の妙薬」
　　河原忠之（指揮、プロデュース）、粟國　淳（演出）
　　中井亮一（ネモリーノ）、石橋栄実（アディーナ）、黒田　博（ベルコーレ）
　　久保田真澄（ドゥルカマーラ）、田邉織恵（ジャンネッタ）
　　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団・管弦楽団
	４７２




【ランチタイム・コンサート　（企画・構成、お話：日下部吉彦）】

	６/１４
（水）
	ｖｏｌ．１００「１００回を通して願ってきた“壁やテロのない、やさしい平和”」
　　工藤俊幸（指揮）、岩田達宗（演出）、神戸市混声合唱団
　　　中田　章：早春賦／林　光：原爆小景
　　　中田喜直：夏の思い出、小さい秋見つけた、雪の降る町を
	７７４






【新・ランチタイム・コンサート　（企画・構成、お話：岡田暁生）】

	２/２７
（火）
	ｖｏｌ．１「歌うイタリア、想うドイツ」～音楽は国が違えばこうも違う！～
　　市原　愛（ソプラノ）、藤田卓也（テノール）、越知晴子（ピアノ）
　　　プッチーニ：歌劇『トゥーランドット』より「誰も寝てはならぬ」
　　　ヴェルディ：歌劇『椿姫』より「乾杯の歌」　　ほか
	７３０




【ミュージック・ステージ】

	５/１１
（木）
	青春の吹奏楽ＰａｒｔⅣ
　　岩村　力（指揮）、Ｏｓａｋａ　Ｓｈｉｏｎ　Ｗｉｎｄ　Ｏｒｃｈｅｓｔｒａ
　　　バーンスタイン：「キャンディード」序曲　
　　　リード：音楽祭のプレリュード、アルメニアン・ダンス　パート１　ほか
	６９８

	８/６
（日）
	ロザンと一緒にバンドネオンで世界旅行
　　三浦一馬（バンドネオン）、松本和将（ピアノ）、ロザン（案内役）
　　　J.S.バッハ：主よ人の望みの喜びよ、アヴェ・マリア
　　　ピアソラ：ブエノスアイレスの冬、リベルタンゴ　　ほか
	６６２

	１０/６
（金）
	アンサンブル・ウィーン＝ベルリン
　　　バルトーク：ルーマニア民俗舞曲　
　　　ベリオ：オーパス・ナンバー・ズー（作品番号獣番）　　ほか
	５５６

	１２/２０
（水）
	クリスマス・コンサート２０１７
　　大谷康子（ヴァイオリン、お話）、横山幸雄（ピアノ、お話）
　　　クライスラー：愛の喜び、美しきロスマリン
　　　湯山　昭：『お菓子の世界』より　「ホットケーキ」　　ほか
	３０１




【その他公演】

	４/１８
（火）
	マルティン・ハーゼルベック（指揮）、ウィーン・アカデミー管弦楽団
　　　ベートーヴェン：交響曲　第６番　へ長調　ｏｐ．６８「田園」
　　　　　　　　　　　　　交響曲　第５番　ハ短調　ｏｐ．６７「運命」
	５３９

	６/１
（木）
	ＩＺＵＭＩ　ＪＡＺＺ　ＮＩＧＨＴ　２０１７
　　小曽根真（ピアノ）、ゲイリー・バートン（ヴィブラフォン）
	７８８

	６/１８
（日）
	弦楽四重奏のフロンティアＶｏｌ．１　アルディッティ弦楽四重奏団
　　　バルトーク：弦楽四重奏曲　第６番　ＢＢ１１９
　　　西村　朗：弦楽四重奏曲　第６番（２０１７、世界初演）　　ほか
	３４４

	６/２９
（木）
	弦楽四重奏のフロンティアＶｏｌ．２　ハーゲン弦楽四重奏団
　　　ショスタコーヴィチ：弦楽四重奏曲　第３番　ヘ長調　ｏｐ．７３
　　　ベートーヴェン：弦楽四重奏曲　第１６番　ヘ長調　ｏｐ．１３５　　ほか
	５２９

	７/９
（日）
	樫本大進（ヴァイオリン）＆アレッシオ・バックス（ピアノ）
　　　ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ　第１番　ト長調　「雨の歌」　ｏｐ．７８
　　　グリーグ：ヴァイオリン・ソナタ　第３番　ハ短調　ｏｐ．４５　　ほか
	６８８

	７/２５
（火）
	大野和士オペラ・レクチャー・コンサート
　　大野和士（ピアノ、お話）、砂川涼子（ソプラノ）、小泉詠子（メゾ・ソプラノ）
　　西村　悟（テノール）、福嶋　勲（バリトン）　　ほか
　　　プッチーニ：『蝶々夫人』より／ドニゼッティ：『ルチア』より　　ほか
	４８４

	１１/１０
（金）
	ＭＵＳＩＣ　ＳＵＰＰＬＥＭＥＮＴ　ｖｏｌ．１１
　　ＤＥＰＡＰＥＰＥ（ギターデュオ）
	７５９

	１１/１８
（土）
	佐藤俊介（ヴァイオリン）、鈴木秀美（チェロ）＆スーアン・チャイ（フォルテピアノ）
　　　ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ　第２番　イ長調　ｏｐ．１００
　　　　　　　　　　ピアノ・トリオ　第３番　ハ短調　ｏｐ．１０１　　ほか
	３２８

	１１/２４
（金）
	小菅　優　ピアノ・リサイタル「Ｆｏｕｒ　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ」Ｖｏｌ．１“Ｗａｔｅｒ”
　　　ショパン：舟歌
　　　リスト：「巡礼の年」よりエステ荘の噴水、バラード　第２番　　ほか
	４５５

	１/５
（金）
	ニューイヤー・コンサート２０１８　ウィーン・リング・アンサンブル
　　　レハール：ワルツ「金と銀」
　　　Ｊ．シュトラウスⅡ：オペレッタ『こうもり』より　チャールダーシュ　　ほか
	６６９

	１/２３､２４
（火、水）
	イザベル・ファウスト／バッハ無伴奏ヴァイオリン・ソナタ＆パルティータ
　　　J.S.バッハ：ソナタ　第１番　ト短調/第２番　イ短調/第３番　ハ長調
　　　　　　　　　　パルティータ　第１番　ロ短調/第２番　ニ短調/第３番　ホ長調
	５１１
６２１

	２/２０
（火）
	藤村実穂子　リーダーアーベント
　　藤村実穂子（メゾソプラノ）、ヴォルフラム・リーガー（ピアノ）
　　　シューベルト：糸を紡ぐグレートヒェン　Ｄ．１１８、湖上にて　Ｄ．５４３
　　　マーラー：フリードリヒ・リュッケルトの詩による５つの歌曲　　ほか
	６８７

	３/１７、１８
（土、日）
	リフシッツ／J.S.バッハ鍵盤協奏曲全曲演奏会
　　コンスタンチン・リフシッツ（ピアノ・指揮）、いずみシンフォニエッタ大阪
　　　J.S.バッハ：協奏曲　第１番　ニ短調/第２番　ホ長調/第３番　ニ長調
　　　　　　　　　　第４番　イ長調/第５番　ヘ短調/第６番　ヘ長調
　　　　　　　　　　第７番　ト短調/ブランデンブルク協奏曲　第５番　ニ長調
	３４４
３３７




【普及事業】

	８/２
（水）
	いずみ子どもカレッジ２０１７
　　江崎浩司（リコーダー）、森　綾香（オーボエ）、重岡麻衣（チェンバロ）
　　　江崎浩司：音楽落語劇「初天神」　　ほか
	３４３

	９/５
（火）
	いずみホール夢コンサート２０１７
　　藤岡幸夫（指揮）、安井　歩（パイプオルガン）
　　関西フィルハーモニー管弦楽団
	６５１

	１０/２６
（木）
	西村　朗　音楽講座Ⅷ　『華麗なる変奏』
　　西村　朗（講師）、高木和弘（ヴァイオリン）、小谷直子（クラリネット）
　　伊藤朱美子（マリンバ）、碇山典子（ピアノ）
　　　ベートーヴェン：トルコ・マーチによる変奏曲
　　　リスト：超絶技巧練習曲　第６番　イ短調「主題と変奏」　　ほか
	５６７




【人材養成事業】

	アートマネジメント講座　広報のイロハ
5/25（木）　講座１　広報のイロハ（会場：ＯＢＰアカデミア）
6/22（木）　講座２　宣伝のイロハ（会場：ＯＢＰアカデミア）
7/15（土）　講座３　関西からの文化発信（会場：リハーサル室）
9/22（金）　特別講座（別掲：ウィーン・ムジークフェスト講演会）
	１１２


Ⅳ　財団組織運営に関する事項

１．公益目的支出計画実施報告書等の提出
平成２５年４月１日の一般財団法人住友生命福祉文化財団移行後４年を経過し、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２７条第３項の規定により、平成２８年度の公益目的支出計画実施報告書等を平成２９年６月２９日に内閣府宛提出しました。
平成２５年４月１日移行時の公益目的財産額　２，９０６，７９９，０４６円
平成２８年度末日の公益目的収支差額　１，３６２，３６６，５５３円
平成２８年度末日の公益目的財産残額　１，５４４，４３２，４９３円


２．評議員会・理事会開催状況
　評議員会・理事会の開催実績は以下のとおりです。

【評議員会】
定時　平成２９年６月２３日　	
平成２８年度事業報告について（報告事項）
平成２８年度計算書類承認の件
評議員７名選任の件
理事１名選任の件
平成２８年度公益目的支出計画実施報告書について（報告事項）
平成２９年度事業計画及び予算について（報告事項）

【理事会】
第１回　平成２９年６月１日　※定款第３５条に規定する決議の省略による。
平成２８年度事業報告及び計算書類等承認の件
平成２８年度公益目的支出計画実施報告書承認の件
平成２９年度定時評議員会開催の決定の件

第２回　平成２９年６月１４日　※定款第３５条に規定する決議の省略による。
理事候補者1名選出の件

第３回　平成２９年６月２３日	
常務理事（業務執行理事）選定の件 
理事の担当職務承認の件
理事長代行順位承認の件　
使用人職務の委嘱承認の件
役員報酬額決定の件
平成２９年度職務執行状況について（報告事項）
　　　　　


第４回　平成３０年３月１２日　
平成３０年度事業計画書及び収支予算書承認の件
｢内部管理法人内検証規程｣制定､および｢事務リスク管理規程｣改定に関する件
平成３０年度大阪音楽大学との取引承認の件
重要な使用人の選任及び解任の件の件
平成２９年度職務執行状況について（報告事項）
平成２９年度大阪音楽大学との取引結果について（報告事項）


３．内部統制に関する報告
【内部統制に関する基本方針】（平成２５年４月１日制定、平成２７年５月２９日改定）
（１）　理事及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
（２）　理事の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
（３）　損失の危険の管理に関する規程
（４）　理事の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制
（５）　監事がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人及びその独立性に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性確保に関する事項
（６）　理事及び使用人が監事に報告するための体制その他の監事への報告に関する体制及び当該報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないことを確保するための体制
（７）　監事の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
（８）　その他監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制

経営に重大な影響を与える事案や受益者等の利益が著しく阻害される事案等は発生していません。各規程に定める理事会及び監事への報告事項は次頁のとおりです。
 



	規程名
	報告内容
	平成２９年４月～平成３０年３月の状況

	法令等遵守規程
	コンプライアンスプログラムの遂行状況・達成状況
	上期・下期にそれぞれ振り返りを実施。遂行状況・達成状況について問題なし。

	
	法令等遵守状況
	法令等遵守状況について問題なし。

	内部通報規程
	内部通報制度で受け付けた通報・相談内容及び処理内容
	内部通報制度で受け付けた通報・相談なし。

	反社会的勢力
対策規程
	反社会的勢力への対応状況
	反社会的勢力が関与する事案はなし。

	受益者管理指針
	相談・苦情等について
	経営に重大な影響を与える、又は受益者の利益が著しく阻害されると判断される事案はなし。

	受益者情報管理
規程
	受益者情報の管理状況
	受益者情報の管理状況について問題なし。

	外部委託管理規程
	各委託元部署から集約した外部委託管理の全社状況その他の重要事項
	外部委託先管理において問題となる事項はなし。

	リスク管理規程
	リスクの状況等
	経営に重大な影響を与えると判断される事案はなし。

	内部管理法人内検証規程
	検証結果
	問題となる事項なし。




４．　評議員・役員の状況
平成２９年度における異動は次のとおりです。（敬称略）

	平成２９年　４月　１日
	理事
	新任
	寺田　浩

	平成２９年　６月２３日
	評議員
	重任
	川木　一正

	
	評議員
	重任
	小栗　まち絵

	
	評議員
	重任
	中嶋　直躬

	
	評議員
	重任
	斉藤　弥生

	
	評議員
	重任
	藤本　宏樹

	
	評議員
	重任
	楠岡　英雄

	
	評議員
	重任
	佐藤　義雄

	平成２９年　７月　４日
	理事
	新任
	小阪　博司

	平成３０年　３月２５日
	理事
	辞任
	寺田　浩



	
			

 


評　議　員　名　簿　（敬称略）
		（平成３０年３月３１日現在）
	評議員
	小栗　まち絵
	相愛大学　名誉教授 ・ 東京音楽大学　特任教授 ・ ヴァイオリニスト

	評議員
	川木　一正　
	曽根崎法律事務所　弁護士

	評議員
	楠岡　英雄
	独立行政法人　国立病院機構　理事長

	評議員
	斉藤　弥生
	大阪大学大学院人間科学研究科　教授

	評議員
	佐藤　義雄
	住友生命保険相互会社　取締役会長代表執行役

	評議員
	中嶋　直躬　
	コクヨ株式会社　社友 ・ 元専務取締役

	評議員
	藤本　宏樹
	住友生命保険相互会社　ブランドコミュニケーション部長




役　員　名　簿　（敬称略）
		（平成３０年３月３１日現在）
	理事長
	田辺　恭久
	住友生命保険相互会社　常勤顧問・元常務執行役員

	常務理事
	小阪　博司
	一般財団法人住友生命福祉文化財団　本部事務局長
元住友生命保険相互会社執行役員

	理事
	宇高　不可思
	一般財団法人住友病院　特別顧問

	理事
	塩野　元三
	塩野義製薬株式会社　代表取締役会長

	理事
	中村　孝義　
	学校法人大阪音楽大学　理事長

	理事
	林　紀夫　
	独立行政法人　労働者健康安全機構　関西労災病院　病院長

	理事
	堀本　葉子
	一般財団法人住友生命福祉文化財団　住友生命総合健診システム所長

	理事
	三野　哲治　
	住友ゴム工業株式会社　相談役

	監事
	上野　博明　
	上野博明事務所　公認会計士・税理士

	監事
	片山　登志子
	片山・平泉法律事務所　弁護士



　　　
５．その他
附属明細書として、事業報告の内容を補足すべき重要事項はありません。　
以上
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